
 平成27年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～26年度）】 【27年度】 【今後予定（28年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 1 - 016038整理番号

その他

合計 70,820 80,237

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

70,820

スクールカウンセラー出張旅費

1,300円×248回

スクールカウンセラー通勤費

緊急対応スクールカウンセラー出張旅費

1,500円×35回×67人

67,713

債務負担行為

スーパーバイザー兼区担当報酬

スクールカウンセラーアドバイザー謝礼金 23,000円×2回×2人

緊急対応スクールカウンセラー報酬（学校） 5,200円×240時間
緊急対応スクールカウンセラー報酬（区） 5,200円×1時間×2回×12月×7区

　H　～　H

事業

概要

児童生徒、保護者及び教職員が、臨床心理に関して高度な
専門的知識及び経験を有するスクールカウンセラーの相談を
受けることができる体制を整備し、児童生徒のいじめ、不登
校、問題行動等の早期発見・早期解決に向け、適切に対応す
るとともに、児童生徒等の心の健康を維持できるようにする。

・23小学校、全中学校、高等学校に週1回スクールカウンセ
ラーを配置し、児童生徒、保護者、教職員に対するカウンセリ
ングを行う。未配置の小学校には、配置校からスクールカウン
セラーを派遣する。
・各区にスクールカウンセラースーパーバイザー(SV)を配置
し、スクールカウンセラーからの相談に応じる。
・いじめ等の相談窓口を記載した「いじめ等相談先カード」を
作成し、新小学1年生に配付する。

いじめ防止対策推進法で、いじめに係る取組として学校の組
織における心理の専門家の活用が盛り込まれたこと、被災児
童生徒に対する相談体制の整備として、スクールカウンセ
ラーの配置拡充及び特別支援学校でのスクールカウンセラー
活用のニーズが増加傾向にあるため、スクールカウンセラー
を活用した相談体制整備にかかる経費を要求する。

スクールカウンセラー報酬

874

5,200円×6時間×35回×66校　等

印刷等

2,000円×5回

280

3,518

280

73,528

92

10

323

27年度は7校増。
（区教健への連携と対応を考
えて4年間で25校増。）

28年度から30年度にかけ
て6校毎増。

平成26年度予算額

52 364 5,200円×10時間×７学区

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

80,237

0

65,884

92

10

104

3,150

事業区分 ： 新規・拡充

平成27年度要求額平成25年度決算額

事業名 スクールカウンセラー配置事業

： 教育委員会　生徒指導課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
子育て 3-4

局・課名

1,248 1,248

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 26年度予算 27年度要求額 内容・積算等

期間


